
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

鳥取県生協は被爆・戦争体験と平和の想いを次世

代に継承し、核兵器廃絶と世界平和に向けた取り組

みを進めています 

核
兵
器
と
戦
争
の
な
い 

平
和
な
世
界
へ
向
か
っ
て 

 １
９
８
９
年
か
ら
続
け
て
き
た
県
内
の
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
が
、
今
年
７
月
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
か

ら
78
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は
長
期
化
し
、
国
際
社
会
は
分
断
さ
れ
、
国
内
で
は
防
衛
費
の
増
額
や
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
可
能
と
す
る
ミ
サ
イ
ル
配
備
の
動
き
な
ど
、
日
本
の
防
衛
戦
略
は
、
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
平
和
を
願
う
私
た
ち
は
、
戦
争
反
対
の
意
思
を
示
し
、
世
界
の
平
和
と
す
べ
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
を

訴
え
て
、
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
と
平
和
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

倉
吉
（
７
月
15
日
）・
米
子
（
同
月
16

日
）
で
は
、
炎
天
下
の
中
ピ
ー
ス
リ
レ

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
に

平
和
の
つ
ど
い
報
告 

世
代
を
超
え
て 

国
を
超
え
て 

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら 

 

平
和
へ
の
願
い
を
胸
に 

４
年
ぶ
り
の
ピ
ー
ス
リ
レ
ー 
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７
・
16
（
日
）
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
（
参
加
32
名
） 

写
真
：
各
地
の
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
の
様
子 

鳥取～倉吉～米子を歩いた横断幕は

島根県生協連へ引き継がれました 

横断幕を引き継ぎました 

 

親子での折鶴昇華再生作業の様子 

７
・
９
（
土
）
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館 

参
加
57
名 紙芝居を上演する様子 

鳥取県生協 

ピースリレー 

平和のつどい報告 

青
い
地
球
を
残
し
ま
し
ょ
う
！
」
「
世
界
中
か
ら
戦
争
の
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
！
」
と
暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
沿
道
の
市
民
に
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。
鳥
取
（
同
月
９
日
開
催
）
で
は
途
中
大
雨
に
打
た
れ

な
が
ら
、
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
「
さ
ん
ぽ
」
の
メ
ロ
デ
ィ

に
合
わ
せ
「
雨
の
日
も 

暑
い
日
も 

ヒ
ロ
シ
マ
に
向
か
っ
て 

歩

き
続
け
ま
す
！
」
と
笑
顔
で
歩
き
ま
し
た
。
雨
に
よ
り
リ
レ
ー
は
途

中
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

平
和
を
願
う
気
持
ち
が
、
心
を

一
つ
に
し
、
み
ん
な
で
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
の
ピ
ー
ス
リ

レ
ー
に
は
市
民
平
和
行
進
や

平
和
団
体
ら
の
協
力
を
得
て
、

県
内
全
域
で
述
べ
１
５
７
名

の
リ
レ
ー
の
参
加
が
あ
り
、
よ

り
広
が
り
の
あ
る
ピ
ー
ス
リ

レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。（
参
加
内

訳
・
東
部
：
63
名
、
中
部
41
名
、

西
部
53
名
） 

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
願
い 

 

紙
芝
居
公
演
・
折
鶴
再
生
作
業 

長
崎
被
爆
者
八
木
道
子
さ
ん 

子
ど
も
た
ち
の
無
念
語
る 

 

若
い
世
代 

戦
争
受
け
止
め 

未
来
へ 

 

毎
年
恒
例
の
島
根
大
学
生
協
学
生
委
員
会

に
よ
る
、
山
陰
の
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
平

和
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習

し
ま
し
た
。
「
被
爆
者
か
ら
の
伝
言
」（
２
０

１
６
年
制
作
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
）
の
上
映
を
行
い
、
原

爆
被
害
や
高
校
生
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
参
加
し
て
発

見
す
る
こ
と
も
あ
る
。

同
じ
学
生
に
取
り
組

み
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
広
げ
て
い
き
た

い
。
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
原
理
事
は

「
学
生
た
ち
の
元
気
や
笑
顔
に
励

ま
さ
れ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
平
和
を
若
い
世
代
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

 

２
歳
の
と
き

被
爆
し
、
12
歳

で
白
血
病
を
患

い
、
病
気
が
治
る

こ
と
を
祈
り
、
千

羽
の
鶴
を
折
り

続
け
て
亡
く
な

っ
た
、
佐
々
木
禎

子
さ
ん
の
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
し
た
。

上
演
後
、
千
羽
鶴
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
の
仕
分
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
折
り
鶴
が
新
し
い
形
に

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。
」「紙
芝
居
で
禎
子
さ
ん
の
友
達
が
団

結
し
て
原
爆
の
子
の
像
を
建
て
た
と
こ
ろ

は
心
打
た
れ
ま
し
た
。
」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
紙
芝
居
を
上
演

し
た
花
房
理
事
は
「禎
子
さ
ん
や
友
人
た

ち
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
か
ら
平

和
を
つ
な
げ

て
い
く
大
切

さ
感
じ
て
ほ

し
い
。
」
と
話

さ

れ

ま

し

た
。 

 

７
・
15
（
土
）
倉
吉
体
育
文
化
会
館 

参
加
44
名 

「ピ
カ
ー
！

ド
～
ン
！
」
原

子
爆
弾
が
落

と
さ
れ
た
瞬

間
の
閃
光
と

爆
風
の
様
子

を
語
る
八
木

道
子
さ
ん
の

話
に
、
私
た
ち
は
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

当
時
６
歳
の
八
木
さ
ん
は
２
階
の
自

宅
窓
か
ら
飛
行
機
に
「
お
～
い
」
と
手

を
振
っ
た
そ
の
瞬
間
、原
子
爆
弾
が
さ

く
烈
。
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
も
、
幸

い
助
か
り
ま
し
た
。
長
崎
は
、
大
変
な

惨
状
と
な
り
、普
通
の
暮
ら
し
は
一
瞬

に
し
て
奪
わ
れ
、国
民
学
校
の
子
ど
も

た
ち
の
多
く
が
犠
牲
に
な
り
、
「今
も

な
お
身
元
が
分
か
ら
ず
家
に
帰
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

丸
岡
理
事
は
「八
木
さ
ん
の
お
話
は

経
験
の
な
い
私
た
ち
で
も
当
時
の
こ
と

を
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
内
容
で
し
た
。

多
世
代
に
わ
た
っ
て
つ
ど
い
や
リ
レ
ー

が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

 

倉吉 

米子 

鳥取 

被爆体験を語る八木道子さん 

島大生の平和クイズの様子 

倉
吉
で
の
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
参
加
者 

 



≪各募金に関するお問合せ先≫ 鳥取県生協 組合員活動グループ ☎ ０８５8－８５－００１９  
（月～金：9：00～17：00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

募金番号 募金金額（1 口） 

1522 100 円 

 

「ユニセフ募金」

ユニセフ募金は世界各地のユニセフ活動に活用される「一般募金」と国や地域を指定して活用される「指定募金」

に分けて送金しています。鳥取県生協の「指定募金」では、ミャンマーの女性と子ども達のための栄養・支援プログ

ラムに役立てられます。                          

「平和募金」

平和について学び、考え、広げて、次の世代に語り伝えていく活動を行うため、平和募金へのご協力をお願いして

います。引き続きご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

    

 

募金番号 募金金額（1 口） 

1523 100 円 
 

開催日時：２０２３年７月２７日（木）１０：００～１１：４５ 

場所：みやぎ生協文化会館ウィズ 

 

 

見逃し配信動画で見られます 

←こちらからどうぞ 

パスワード：Fj4Z.$0w 

$…半角ドル 0…半角のゼロ 

視聴するには ZOOMアプリが必要です 

見逃し配信のご案内 

 
アルプス（ALPS）処理水海洋放出に反対する署名 

第３次署名提出（最終署名提出）報告集会 

 

みやぎ生協・コープふくしま、宮城県漁業協同組

合、宮城・福島両県の生活協同組合連合会の呼びか

けで、2021 年から始まった「アルプス（ALPS）

処理水海洋放出に反対する署名」の第 3 次署名提

出が 7 月 7 日（金）に行われ、報告集会が開催さ

れました。この署名は、放出反対の世論を作るだけ

でなく、福島が抱える復興と廃炉に向けた様々な

課題に目を向ける大きなきっかけとなりました。

約 2 年間にわたって、全国から集まった署名は

254,354 筆となり、鳥取県生協としても 2021

年度から、署名の協力をしてきました。報告集会で

は、鳥取県生協から、これまでの福島支援やアルプ

ス処理水海洋放出問題の学習会の様子、組合員の

声を伝え、福島の皆さんとの連帯の気持ちをお伝
 

松元ヒロ笑ライブ in米子 

１１月４日（土） 
13：00開演（開場 12：00） 

米子市文化ホール 

前売り 2000円（中学生以上対象） 

注文番号 14052 

注文期間 

8/28（月）～10/6（金） 

注文書・eふれんずから 

注文できます。 

イベントのご案内 

10月15日(日) ３回上映 

【時間】①9：30～11：00②12：00～14：00 

③14：30～16：30【入場料】上映協力金500円  

鳥取市民交流センター多目的室2・3 

「コスタリカの軌跡～積極的平和国家のつくりかた～」 

「沖縄、再び戦場へ」（仮題）スピンオフ作品 

【お問い合わせ】 citizen.net.hope@gmail.com 

 090-3639-9621（椋田） 

折り鶴昇華再生事業 

「平和の折り鶴カレンダー」 
注文期間 ９月２回～１２月３回 

注文番号 343307 

広島の平和記念公園の原爆の子の像に届
けられる千羽鶴を、再生してつくられた「折
り鶴リサイクル 3 カ月メモカレンダー」です。
メモ幅が 広く3カ月分をひと目で確認でき
てスケジュール管理に最適です！ 

注文できます！ 
 

えしました。 

報告交流では、福嶋

原発訴訟原告団から

の報告や、とやま生協

の福島支援・署名行動

の取り組み、相馬双葉

漁協の佐藤さんより

漁業者から切実な生

活不安の報告があり

ました。 

 


